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世
界
に
心
で
平
和
を
説
い
た
禅
僧 

 

戦
後
八
十
年
、
各
地
で
戦
争
に
関
す
る
映
画
や

論
文
、
遺
族
の
話
、
慰
霊
法
要
等
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
、
戦
争
を
知
る
人
が
減
少
す
る
中
、
そ
の

悲
惨
さ
や
残
酷
さ
を
伝
え
る
人
が
少
な
く
な
っ
て

き
ま
す
。
人
間
の
煩
悩
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
止
む

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
立
ち
向
か
っ
た
一
人

の
ベ
ト
ナ
ム
僧
が
い
ま
し
た
。
テ
ィ
ク
・
ナ
ッ
ト
・

ハ
ン
と
い
う
名
の
平
和
を
社
会
運
動
活
動
家
で
す
。 

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
の
チ
ベ
ッ
ト
人
ダ
ラ

イ
ラ
マ
十
四
世
は
「
人
々
の
心
の
平
和
と
世
界
の
平

和
が
地
続
き
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
指
導

者
」。
マ
ー
チ
ン
・
ル
ー
サ
ー
キ
ン
グ
牧
師
は
「
謙
虚

で
あ
り
、
真
実
の
聖
職
者
で
あ
る
」
と
尊
敬
し
世
界

で
最
も
影
響
力
を
持
つ
宗
教
指
導
者
で
あ
り
、
行
動

す
る
仏
教
家
、
平
和
・
人
権
運
動
家
と
説
明
。 

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
通
し
、
方
や
ア
メ
リ
カ
の
反
戦

指
導
者
キ
ン
グ
牧
師
、
方
や
ベ
ト
ナ
ム
の
反
戦
指
導

者
テ
ィ
ク
・
ナ
ッ
ト
・
ハ
ン
氏
の
両
者
は
世
界
に
先

駆
け
指
導
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
キ
ン
グ
牧
師
は

凶
弾
に
倒
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

平
和
は
力
ず
く
で
な
く
人
類
す
べ
て
の
心
の
中

に
真
の
平
和
を
築
け
ば
戦
争
は
起
き
な
い
こ
と
を

信
条
に
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
境
に
し
て
世
界
中
に
真

の
平
和
を
訴
え
続
け
た
禅
僧
で
す
。
ア
メ
リ
カ
と
フ

ラ
ン
ス
を
中
心
に
仏
教
及
び
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス

の
普
及
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
多
く
の
著
述
が
あ
り
、

翻
訳
本
が
多
数
あ
り
ま
す
。
坐
禅
は
単
に
僧
侶
の
修

行
の
方
法
や
企
業
人
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
た
め
の
心
の

瞑
想
方
法
だ
け
で
な
く
、
全
て
の
人
類
の
も
と
も
と

眠
っ
て
い
る
真
心
に
帰
り
、
全
て
の
生
き
と
し
生
け

る
も
の
は
個
別
の
物
で
は
な
く
、
互
い
に
補
い
合
っ

て
い
る
も
の
だ
と
自
覚
す
れ
ば
平
和
は
実
現
可
能

で
あ
る
こ
と
を
説
き
つ
づ
け
、
有
限
の
地
球
上
で
お

互
い
が
争
う
こ
と
の
愚
か
し
さ
を
訴
え
続
け
ま
し

た
。
そ
の
功
績
か
ら
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
に
キ
ン
グ
牧

師
が
推
挙
し
た
こ
と
は
有
名
な
話
で
す
。
パ
リ
平
和

会
議
で
ベ
ト
ナ
ム
仏
教
徒
首
席
代
表
を
務
め
ま
し

た
が
、
戦
禍
の
た
め
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府
か
ら
帰
国
を

拒
否
さ
れ
、
南
フ
ラ
ン
ス
に
瞑
想
セ
ン
タ
ー
を
設
立

し
、
西
洋
で
最
も
活
動
的
な
仏
教
僧
院
に
し
ま
し
た
。 

1995
年
に
一
回
だ
け
来
日
し
、
各
地
で
講
演
会
、
瞑

想
会
を
行
い
ま
し
た
。
禅
の
布
教
の
最
先
端
を
世
界

の
平
和
と
人
類
の
存
続
を
訴
え
続
け
た
、
稀
有
の
禅

僧
で
、
最
も
影
響
の
あ
る
僧
侶
と
言
わ
れ
る
所
以
だ

と
思
い
ま
す
。
小
生
も
真
の
平
和
や
心
の
平
安
の
問

題
は
特
に
大
切
な
課
題
で
あ
り
、
著
書
を
通
じ
て
、

触
発
さ
れ
た
一
人
で
す
。 

三
明
寺
住
職 

大
嶽
正
泰 

合
掌 

 
 

秋季彼岸号 

 

高橋会長卒寿のお祝い 天成園 万葉の湯 高橋会長と 

本堂前の不動明王は平成 26年に高橋会長に寄進いただき 移築建立しました 

三明寺行事の折には「万葉の湯沼津館」の優待券をいただいています 

本堂前の不動明王 



                     やすらぎ通信 第 96号 2025年 9月 1日発行                      

【
檀
信
徒
行
事
】 

九
月 

○
外
田
家
ご
法
事 

 
 

3
日 

○
千
葉
家
ご
法
事 

 
 

6
日 

○
斉
藤
家
ご
法
事 

 
 

7
日 

○
道
了
講  

 
 

9
日 

○
広
田
家
ご
法
事 

 
 

11
日 

○
永
井
家
・
佐
藤
家
ご
法
事 

 

14
日 

○
沼
津
メ
モ
リ
ア
ル
ガ
ー
デ
ン
彼
岸
供
養 

15
日 

○
地
蔵
講  

 
 

16
日 

○
秋
彼
岸
供
養
祭 

 
 

21
日 

○
松
岡
家 

 
 

23
日 

○
寺
谷
家 

 
 

25
日 

○
萩
原
家
・
加
藤
家 

 

27
日 

 

十
月 

○
山
本
家
ご
法
事 

 
 

4
日 

○
森
久
保
家
ご
法
事 

 

5
日 

○
印
章
供
養
祭 

 
 

5
日 

○
道
了
講  

 
 

7
日 

○
大
川
家
ご
法
事 

 
 

18
日 

               

○
佐
藤
家
ご
法
事 

19
日 

○
地
蔵
講 

21
日 

○
星
家
ご
法
事 

25
日 

 

 

十
一
月 

○
道
了
講  

 
 

4
日 

○
仁
科
家
ご
法
事 

 
 

16
日 

○
菊
池
家
ご
法
事 

21
日 

○
地
蔵
講  

18
日 

○
横
山
家
ご
法
事 

22
日 

○
じ
ぞ
う
寄
席 

古
今
亭
菊
之
丞 

23
日 

○
宗
務
所
地
方
研
修
会 

 
 

26
・
27
日 

 

【
三
明
寺
や
す
ら
ぎ
大
学
】 

 

○
土
曜
写
経
会 

読
経
・
法
話
・
写
経 

6
時 

○
日
曜
坐
禅 

 

坐
禅
・
提
唱
・
喫
茶 

6
時 

○
月
例
坐
禅
会 

第
一
月
曜
日 

19
時
30
分 

○
月
例
写
経
会 

9
月
29
日  

10
時 

○
御
詠
歌 

 
 

第
一
・
三
火
曜
日 

10
時
30
分 

○
ヨ
ガ
と
坐
禅
教
室 

要
予
約 

 
9
月
12
日
・
10
月
20
日
・
19
時 

      

 
 

      
 

【
お
願
い
】 

ご
住
所
等
の
変
更
の
折
に
は
お
寺
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い 

 【
お
知
ら
せ
】 

□
住
職
ラ
ジ
オ
法
話 

Ｓ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ 

 

第
四
土
曜
日
12
時
22
分 

コ
ー
ス
ト
Ｆ
Ｍ 

76.7 

毎
朝 

 
 

7
時
30
分 

【
後
記
】 

毎
朝
「
熱
中
症
ア
ラ
ー
ト
」
を
目
に
し
ま
す
。
年
齢
の

せ
い
か
起
床
が
早
く
な
り
ま
し
た
。
散
歩
を
兼
ね
て
墓
地

の
掃
除
や
除
草
に
行
き
ま
す
が
７
時
に
は
暑
く
て
帰
宅
。

こ
ん
な
暑
さ
が
い
つ
ま
で
続
く
の
か
と
心
配
で
す
が
、
夜

に
は
虫
の
声
が
聞
こ
え
、
秋
彼
岸
を
迎
え
る
と
門
池
公
園

に
も
彼
岸
花
が
咲
き
ま
す
。
数
日
前
ま
で
は
気
が
付
か
ず
、

今
年
は
暑
か
っ
た
か
ら
遅
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
て
も
、

赤
い
色
が
映
え
て
や
は
り
彼
岸
だ
な
と
思
い
ま
す
。
別
名

「
曼
珠
沙
華
」
仏
教
用
語
で
は
「
天
上
の
花
」。
お
墓
で

よ
く
見
る
等
の
意
味
合
い
か
ら
多
く
の
別
名
が
あ
る
よ

う
で
す
。
田
ん
ぼ
の
あ
ぜ
道
や
土
手
に
群
生
し
て
い
る
の

を
見
た
経
験
は
だ
れ
し
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
球
根

に
毒
が
あ
る
の
で
、
土
葬
の
時
代
に
は 

故
人
を
、
畑
で
は
農
作
物
を
害
獣
や
害 

虫
か
ら
ま
も
る
た
め
に
植
え
た
先
人
の 

知
恵
で
す
。 

 
 

発
行
日 

令
和
七
年
九
月
一
日
九
十
六
号 

発 

行 
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メ
ー
ル  info@sanmyouji.com
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ｽﾀﾝﾌｫｰﾄﾞ大学のﾑﾛｽさんの研究に協力し、臨済宗花園流無相協会の勉強会に参加させていただきました 於 興津龍津寺 

沼津夏まつり みこし渡御 7/27 

 

 

本堂満席になりました   

  

ヨガと坐禅 月 1回実施  

次回 9/12 10/20 要予約 

こども食堂 カレー弁当の配布をはじめ 4年目になります 

食材だけでなく お菓子やおかずの寄付もあります 

 

 

藤枝市出身の雷門音助白さん  

第 141回じぞう寄席 二つ目さん二人会  8/24 

沼津市出身の 入船亭扇兆さん 
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  梅花講と役員さん 盂蘭盆会の御和讃をお唱えします  

僧侶が施食棚に向かいます 

  近隣寺院の皆様におでかけいただき、施食会先祖供養と新盆の供養をおこないました 

檀信徒総会と地蔵盆施食会、新盆供養 7/6   

近隣の僧侶が お経の功徳がいきわたるよう本堂を回ります 新盆のご家族の皆様を始め、本堂いっぱいでした 

 施食棚 生菜乾菜、水の子等お供えします  

寺盆経 ご自宅での棚経に代えて 7.8/13.14 晩  近頃はお勤めの関係で夜にお参りの方が増えてきました 
 
 

  施食棚に鼓鈸（くはつ）を鳴らします チンドンジャラーン

講と役員さん 盂蘭盆会の御和讃をお唱えします  


